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次は君たちの番です 
 

 ３年生が自信満ち溢れた表情で、学び舎を巣立っ 

ていきました。１・２年生は、その姿を見て、何を 

感じたでしょうか。 

３年生の三年間で 

の心身の成長は、 

多くの人が認めて 

います。１・２年 

生も先輩を追い越 

す気持ちで、これ 

からの学校生活を 

送ってほしいと思います。 

鹿町中学校を盛り上げ、向上させるために、中心と

なってがんばらなければならない順番がまわってき

ました。生徒会役員を中心に、自分たちの良さは何

か、自分たちの課題は何か、今自分たちに必要なこ

とは何かなど、まずは鹿町中学校生徒会を分析し、

その上で、「これからこのような鹿町中学校にしてい

きたい」という、しっかりとした目標、計画を立てて

ください。皆さんのこれからの活躍に期待していま

す。 

 生徒会役員には、令和６年度１学期始業式で、生徒

会スローガンの発表ができるように準備をお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度末まで嬉しい知らせが届いています 
 

 ３月に入っても鹿町中学校の生徒の活躍は止まり

ません。この一年間、文武両道でがんばってきた生徒

たちを誇りに思います。次年度も大いに期待してい

ます。 

〇令和５年度 優良卒業児童生徒表彰 

３年 吉永 結翔 さん 

 

〇令和５年度 第４回グローアップ大会  

１年女子シングルス ３位 

１年 黒川 実織 さん 

 

〇長崎新聞ジュニア歌壇 

【秀逸】 

 いつもより 景色が 白く寒い朝 

       たくさん見える 人の足跡 

２年 川口 亜理沙 さん 

 （評）雪景色の朝。雪によってついた足跡にいつも

は気付かない人々の行き交いを発見しました。 

 

【佳作】 

 先輩の 背中を ながめ追いかける 

        心の中の 何かが動く 

           ２年 西 琥太楼 さん 
 

 冬の空 小さな雪が 降り積もる 

        自分のうしろに 続く足跡 

           ２年 前田 航太 さん 
 

 登校中 手袋マフラー 雪だらけ 

        町も一緒に 雪化粧する 

           １年 佐々木 海斗 さん 
 

 雪の朝 ぼうしを被る 私たち 

        車も屋根に 雪を積もらす 

           １年 豊田 真比留 さん 
 

 家の中 風がしゃべるの ヒューヒューと 

地面の雪が 舞い上がってる 

   １年 松尾 朔夜 さん 
 

 寒風に 着る服もなくたくさんの 

        木々はならんで 春を待ってる 

           １年 中嶋 芽彩 さん 

 

 ※ 前田さんの短歌は、選者から高村光太郎の詩 

を思い出すとありました。 

気  愛 

小学校の卒業式に出席しました 
 

 ３月１８日（月）に私が歌浦小学校、教頭が

鹿町小学校の卒業式に出席しました。 

 両校とも児童の表情から、小学校６年間の生

活をやり遂げた想いと中学校進学後もがんばる

ぞという決意が伝わってきました。 

 別れのことばでは、一人ひとりが大きな声

で、堂々と発言していました。その内容は、６

年間の想い出とこれまでお世話になった方々へ

の感謝の気持ちでした。 

式に臨む姿を見て、一緒に中学校で生活する

ことが、とても楽しみになりました。春休み

は、入学の準備をしっかりとして、４月から新

２・３年生とともに鹿町中学校を盛り上げてほ

しいと思いました。 

 

鹿町小、歌浦小の卒業生の皆さん、 

ご卒業おめでとうございました。 


